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カンピロバクターの型別方法の検討と分離菌株 

の特徴 
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厚生労働科学研究費補助金(新興･再興感染症及び

予防接種政策推進研究事業)国内の病原体サーベ

イランスに資する機能的なラボネットワークの強

化に関する研究 平成 26 年度分担研究報告書，41

～46，2015 

7 カ所のカンピロバクターレファレンス支部セ

ンターで，2013 年に散発下痢症患者から分離され

た C. jejuni337 株について Lior 法及び Penner

法による血清型別を実施した。その結果，Lior 法

では 337 株中 259 株(76.9％)，Penner 法では 336

株中 175 株(52.1％)が型別された。マルチプレッ

クス PCR 法による Penner 型別法を検討し，10 血

清群について同法による型別が可能となった。

2013 年分離のキノロン耐性率は，C.jejuni では

43.6％，C.coli では 62.5％であった。EM 耐性率

は C.jejuni では 1.2％，C.coli では 18.8％であ

った。 
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食中毒の新しい病原体クドア・ 

セプテンプンクタータ 

石村勝之 
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42(8)， 769～770，2014 

2003 年頃より生食用生鮮食品が原因と疑われ

る原因物質不明の食中毒様有症苦情事例の発生が

全国的に増加し，2011 年，国は，その原因物質と

してヒラメに寄生する新種の粘液胞子虫 Kudoa 

septempunctata の関与が強く疑われることを通

知した。この病原体による食中毒の特徴や検査診

断方法(顕微鏡検査法・遺伝子検査法)等を概説し

た。 

広島市で発生したクドア属粘液胞子虫による 

食中毒事例の検査対応 
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広島県獣医学会雑誌 29，103～106，2014 

平成 25 年 4 月，広島市内飲食店において会食し

た 1 グループから，下痢，嘔吐を主症状とした患

者が複数発生した。飲食店の食品検体及び患者便

等を検査した結果，それらから食中毒起因菌は検

出されなかったが，喫食したヒラメの残品から

Kudoa septempunctata の胞子が 3.0×106個/g 観

察されるとともに K.septempunctata 18SrDNA 遺

伝子が検出された。さらに患者便からもクドア遺

伝子が検出された。以上の結果から，本事例は

K.septempunctata を原因とした食中毒事例と断

定された。一方，本事例では残品のカンパチから

もK.septempunctata 18SrDNA遺伝子が検出された

が，詳細な検討結果から調理時におけるヒラメか

らのクロスコンタミネーションと考えられた。 
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年度総括・分担研究報告書，35～95，2015 

腸管出血性大腸菌 O26，O103，O111，O121，O145

及び O157 の食品での検査法を確立するために，13

試験研究機関の参加のもとコラボレイティブ・ス

タディを実施した。高菌数接種体では牛挽肉及び

カイワレダイコンの両食品種で 6 血清群ともにい

ずれの方法でもほぼ全検体から検出された。低菌

数接種体では，牛挽肉では 6 血清群ともにいずれ

の方法でもほぼ全検体から検出されたが，カイワ

レダイコンでは検出率が 5-7 割の方法が血清群

O103及びO121で認められた。これらのことから，

菌数が一検体当たり 20cfu 以上の汚染レベルでは

全血清群において高率に検出され，約 5cfu の汚染

レベルでは 5 割以上の検出率で検出されることが

判明した。また，遺伝子検出法よりも免疫磁気ビ

ーズ法のほうが検出率が低い傾向にあることから，

遺伝子検出で陽性になった検体では分離平板培地

から釣菌するコロニー数を増やすことによって検

出率を向上させることが必要であると考えられた。 
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VT1 産生腸管出血性大腸菌 O26:H11 株の 

分子疫学的解析 
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病原体解析手法の高度化による効率的な食品由来

感染症探知システムの構築に関する研究  

平成 26 年度 総括・研究分担報告書及び平成 24

～26 年度 総合研究報告書，111～114，2015 

 2008 年から 2014 年までに広島市内で分離され

たVT1産生腸管出血性大腸菌O26:H11 51株につい

て，パルスフィールドゲル電気泳動法(PFGE)及び

Multi-locus variable-number tandem repeat 

analysis(MLVA)を実施し，その解析結果を比較し

たところ，同数のクラスターを形成したことから

両解析法の型別能が同等であることが確認された。

また PFGE で同一クラスターを形成した菌株は

MLVA でも結果がほぼ一致しており，同時期に発生

した散発事例間や集団事例内の菌株を迅速に比較

する手段として，MLVA は有用である。 

 

 

市販生カキからの胃腸炎ウイルス検出状況 
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2015 

2014年 2月に購入した市販生カキ5ロットにつ

いて胃腸炎ウイルス(ノロウイルス，サポウイルス，

アストロウイルス，A 型肝炎ウイルス，E 型肝炎ウ

イルス，パレコウイルス)の検索を行った。その結

果，ノロウイルスが最も多く，4 ロットから検出

された。次いでサポウイルス及びアストロウイル

スが各 2 ロットから検出された。A 型肝炎ウイル

ス，E 型肝炎ウイルス，パレコウイルスは検出さ

れなかった。 
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 食品媒介ウイルスによる広域的な集団食中毒の

発生を早期に探知するために，各事例の患者等か

ら検出されたウイルスの塩基配列を比較し，株間

の異同性を調べるために，ローカル Blast 検索を

簡便に実行できるプログラムを開発した。 
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